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ＬＳ研２０１2 年度 第 2 回 マネジメント分科会のご案内 

 

拝啓 時下益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。 

ＬＳ研では ICT 企画部門・情報システム部門の「課長クラス」の皆様を対象にマネジメント分科会を開催

致します。課長クラスの方々が「もし私が情報システム部門長なら」という高い視点で日頃抱いている課題を

見つめ直し、参加者同士の本音のディスカッションから改革のヒントを持ち帰ることを狙いとします。 

本テーマに興味をお持ちで、積極的に討議にご参加いただける方に、ご出席賜りたく、ご案内申し上げます。

ご検討の程、よろしくお願い致します。 

敬具 

記 

１．開催日程  ：２０１3 年 1月 31日（木）～2 月 1日（金） 

２．開催場所  ：湘南国際村センター（神奈川県 三浦郡 葉山町） 

３．テーマ   ：「今こそ、企業を強くする情報システム部門を目指して」 

            ～最前線のリーダーが、今、何に取り組むべきか～ 

企業のICT部門は、ＩＣＴの企画・構築・維持運用を担うと同時に、企業経営を 

支える部門としての重要な役割が期待されている。 

              経営層がＩＣＴを深く理解し、ビジネスサイドとＩＣＴ部門が密にコラボレーショ 

ンできることが理想であるが、現実とのギャップに悩むリーダーは数多い。 

            ビジネスに貢献できる部門となるために、情報システム部門の最前線のリーダーが

取り組むべき施策について、経営層の視点に立ち、課題を共有して議論する。      

    ４．アドバイザー：LS 幹事の中から以下の 2名がアドバイサーとして参加します。 

東京海上日動システムズ株式会社 取締役 颯田 雅之 様 

                      パナソニック インフォメーションシステムズ株式会社 常務取締役 黒野 尚 様 

  ５．募集対象  ：ICT企画部門、情報システム部門 課長クラスの方々 １６名 

              （申込み期限前でも定員に達した時点で締切らせて頂きます。） 

６．参加費用  ：２0，０００円／名 （消費税・食事・宿泊代・テキスト料金含む） 

        ※ＪＲ新横浜駅までの交通費往復は、各自個別にご負担下さい。 

７．申込方法  ：LS 研 Web サイトよりお申し込みください。 

    http://jp.fujitsu.com/family/lsken/activity/m-work-group/12/entry/02.html   

８．申込期限  ：２０１3 年 1月 18日（金） 

  ９．スケジュール案：  

   ＜1月 31 日（木）＞  ※プログラム内容は一部変更する場合もございますのでご了承ください 

時 間 内  容 

10:00 JR 東日本 新横浜駅前バスターミナル集合、バスで移動 

11:30 ■オリエンテーション（研修のねらい、進め方など） 

12:30 昼食 

13:30～1８:30 

情報提供：東京海上日動システムズ株式会社 取締役 颯田 雅之 様 

Step1 

自己紹介、現状認識の共有 

Step２ 

現状確認と課題抽出、整理＜グループ討議、全体発表＞ 



 

 

＜2 月 1日（金）＞ 

時 間 内  容 

8:30～12:00 

■前日のふりかえり 

Step3 

 あるべき姿の検討、整理＜グループ討議＞ 

12:00～13:00 昼食 

13:00～16:00 

Step４ 

 解決策、実現手段の検討＜グループ討議、全体発表、意見交換＞ 

■研修のまとめ 

Step5 

各自の決意＜実行プランの記入・発表＞ 

16:00～17:30 バスで新横浜駅に移動後、解散 

 

１０． ご集合場所： JR 東日本 新横浜駅前バスターミナルに 10 時 00 分にご集合をお願いします。  

            ※ バスで会場にご案内します。  

 

１１．お問い合わせ先：ＬＳ研事務局  担当：黒岩・沖野 

（富士通㈱ カスタマーリレーション部内） 

                            Tel: 03-6252-2581  E-mail: contact-lsken@cs.jp.fujitsu.com 

   ＜ご参考＞ 
 

＊ 前回の実施後アンケートより 参加者のご意見・ご感想 

・アドバイザーからのＣＩＯとしての考え方、視点、経営層への働きかけなど、具体的手法を聞くこ

とができ、大変参考になった。 

・各社の課題を聞くことができたり、施策を現場の生の声を通しで討議でき、2日間という期間を 

設けて、ある一定のコミュニケーションを交わした“仲間”の情報交換で得るものが多い。 
 

 

＊ 前回実施風景  

 
 

以 上 
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